
運 用 活 用 が 定 着 す る ま で の 流 れ

甲山小学校では、朝学習や給食準備中の隙間時間、昼のスキルタイムにｅライブラリのドリル・プリントで

学習をしています。運用のポイントや実際の様子をご紹介します。
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こ う ざ ん

昼のスキルタイム 朝学習給食前プリント学習

児童が主体的に取り組むようになり、ド
リル学習の回数を増やしたいと声が挙
がる。

スキルタイムで効果があったことで、朝
学習で各学年が週１回実施することに
なる。

1、2年生からプリント学習を始め、
次々と参加する学年が増え、４月には全
学年で実施。

情報担当 荒谷 みどり 先生のお話 ～運用のきっかけとポイント～

この日の朝学習では、１、２年生が算数のドリルを行

いました。荒谷先生は、朝学習が始まる前にｅライブラ

リを起動しておき、児童がすぐに学習できるように工夫

しています。学習時間がしっかり確保できているため、

朝学習のふりかえりも行っています。

終わる２分前に「マイページ」で今日の頑張りを確認

して「今日のふりかえり」から達成度に合ったスタンプを

● すぐに取り組める環境づくり

朝学習 朝 学 習 で ド リ ル 活 用

選び、先生に送信します。イラストやメダルの変化が児童のモチベーションアップに繋がって

いるとのことです。

昼のスキルタイムは、以前よりプリントで運用していましたが、ｅライブラリが
導入されたので使ってみようと思いました。そこで、先生方に「まずは、試しに
ｅライブラリを１ヵ月だけ使ってみましょう」と提案したことが運用のきっかけで
した。

ｅライブラリを使い始め、児童から「もっと勉強したい」という意欲的な声が挙
がり、時間の管理にもメリハリがつきました。担任の先生からも学習面・生活面が
良くなったと大変好評で、「給食前プリント学習」「朝学習」でも運用することに
なりました。児童の反応を見た先生が手応えを感じ、段階的に利用場面を増やして
いったことがスムーズに定着できたポイントです。

【2016年10月から運用】 【2017年1月から運用】 【2017年4月から運用】

ドリル プリント ドリル



校長 池岡 妙子 先生のお話 ～ｅライブラリの良いところと今後の展望～

ｅライブラリは、パソコンの画面に正誤判定が表示されるので、視覚的に学習内
容の定着度を確認することができ、すぐに個別指導ができるところが良いと思いま
す。また、プリントの準備が早くできるので、業務効率の改善に繋がり、児童の学
習時間の確保もできます。ｅライブラリは各授業の中で大きな役割をもっています。

今後は、ｅライブラリの家庭学習サービスを運用したいと思っています。学校で
ｅライブラリを使ってみて児童の反応も良かったため、家庭でもｅライブラリのド
リルで主体的に学べる環境をつくりたいと考えています。そのためには、保護者の
協力も必要なため、家庭と連携をとりながら、児童の学ぶ力を育てていきたいと思
います。

プリント学習は、給食準備中の隙間時間に自

由参加で実施され、この日は３０名の児童が集

まりました。先生の用意したｅライブラリの

「宿題プリント」を手に取り、学習を始めます。

児童は、たくさんの問題を解いて次のプリント

に進めることがモチベーションに繋がっている

とのことです。また、プリント学習中は教室に

給食前 給 食 準 備 中 の 隙 間 時 間 に プ リ ン ト 活 用

● 給食当番以外の児童がプリント学習！

● つまずいた問題は先生と高学年がフォロー

◀ 先生が学年ごとに15枚ずつ
「宿題プリント」を用意

スキルタイムは、基礎学力を定着させ、学ぶ意欲を

高めることをねらいに実施しています。この日は、計

算の力を身につけるために算数のドリルを中心に学習を

しました。

「早くドリルで勉強したい」という意欲的な児童

がとても多く、一生懸命に掃除を終わらせて、５

分前にはパソコン教室に集まりました。

先生は、計算用紙を各机に配布し、児童が計算の

途中式を書きながら問題に取り組めるようにしてます。

● 児童の意欲を学習に繋げるための工夫

昼学習 ス キ ル タ イ ム で ド リ ル 活 用

「プリントを採点していると、学年ごとに共通したつ

まずきの傾向が見えてきます」と荒谷先生。共通のつま

ずきは一斉指導、手が止まっている児童には個別指導を

するなど、プリントを次々と進められるように指導方法

の工夫をされていました。

また、２年生がつまずいている問題を、６年生が教え

ている姿も見られました。指示をしていないのに、高学

年が自然と低学年に教えるようになったそうです。

給食当番しかいないので、給食準備も早くなるといった嬉しい効果もありました。

▲ 学年を超えた児童同士の教え合い

そうした工夫もあり、児童は図や式を書きながら着実に解答を導き出していました。



この日は、担任の先生が出張のため、２学期の

学習範囲をドリルで復習しました。

先生は、「１時間あるので、マイページをどこ

まで進められるかな？」「次のイラストはなんだ

ろう？」と声をかけ、児童の学習意欲をかき立て

ていました。

「児童によって理解度が違うため、ドリルのレベル

は自分で選ぶようにさせています。」と荒谷先生。

授 業 ６ 年 算 数 ： ２ 学 期 の 学 習 範 囲 を 復 習

● 自分の進度に合った主体的な学び

計算問題はノートや計算用紙に、図や式を書きながら答えを

導き出す。

パソコン教室に筆記用具とノートを持っていくと良い

つまずいた問題は、「解答解説」や「調べる」から公式や計

算の仕方などのポイントを確認して取り組む。

教科書を見返さなくてもドリルの画面から要点を確認できる
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授業の最後は、算数で学習したことをふりかえり

ます。ｅライブラリで学習するときは、必ず「マイ

ページ」でふりかえりをしており、授業のサイクル

に組み込んでいます。児童は、コメントの入力にも

慣れており、次に学習したいことをしっかり入力し

ていました。

休憩時間には、マイページを友達と見せ合う姿が

多く見られ、学習回数やメダルの数を競い合いなが

ら、次の学習へのやる気が湧き立っていました。

● 学習履歴から個に応じた指導

先生は、児童の学習履歴を見て進み具合を

確認しています。学習回数が伸びている児童

を褒めたり、遅れがちな児童を個別にフォロー

したりしていました。このきめ細かな指導が

児童の学習への意欲や質問できる安心感にも

繋がっています。

●マイページを使ったふりかえりの習慣

ＰＯＩＮＴ！ 算数の計算問題を学習するとき

児童はわからない問題を自分で調べる習慣がしっかりとついており、「ヒント」や「調べる」

から要点を確認しながら解き進めていました。

▲ クラスの学習履歴 ▲ 先生が個別指導

▶

▶

【マイページ】

【ドリル】

【今日のふりかえり】



学習スペースとパソコン教室が一体となっており、２つのクラス

が授業できるようになっています。学習スペースは前の扉から、

パソコン教室は後ろの扉から入室するようにしています。

入室の混雑を緩和し、スムーズに着席できる

パソコンの授業は、児童はとても集中して取り組むため、ストレ

ッチの時間を取ります。

児童の健康面を配慮

毎授業でパソコン教室を利用しているため、パソコンの電源は常

につけています。

学習時間の確保

学習した後は、ｅライブラリのログアウトすることを習慣化し

ています。

次に使う人が、使いやすいように配慮

● 授業の流れ

ＰＯＩＮＴ！ パソコン教室で授業をするときの工夫

「中学校の英語学習を見据え、ローマ字の定着は

欠かせません。また、中学生になるとパソコンを

使った発表資料の作成が増えます。ローマ字入力に

戸惑うことなく、発表資料を作ることに専念できる

ようにさせたい」と荒谷先生。授業は、インター

ネットのタイピングサイトを利用した文字の入力

練習から始まりました。児童はホームポジションを

意識しながら、真剣に練習をしていました。

授 業 ６ 年 国 語 ： 「 言 葉 の き ま り 」 を 学 習

● 中学校を見据えたタイピング練習

● 問題レベルのステップアップで、自信がつく

ドリルの時間では、「言葉のきまり」の教材を基本

レベルの問題から順に取り組みます。間違えた問題は、

解答解説から「なぜ間違えたか」を確認し、「リトライ」

で再チャレンジ。

満点を取って次のレベルの教材に進めることが児童の

自信に繋がっています。

前回の授業にｅライブラリで学
習した教材を確認して、今日は
どの教材を学習するかを決める。

ドリルに取り組む。問題文をよ
く読み、わからないところは、
「ヒント」や「調べる」を使っ
て自力解決を目指す。

最後の２分は、今日学習した
ことをふりかえる。

Yahoo!からタイピングサイト
を検索し、ローマ字入力の練
習をする。

パソコン教室

ストレッチの様子

▶

▶

▶

▶



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


